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 主イエスは「心のきよい者は幸いです」

と言われました。これを聞いてどれだけの

人が「やったぁ！」と喜べるでしょうか。む

しろ、「私は違う」「またイエス様は難しい

ことを…」と思ってしまうのではないでし

ょうか。もし、そのように考えてしまうな

ら残念なことであり、主イエスの真意から

外れてしまいます。ここでご一緒にその真

意を探っていきましょう。 

 主イエスは、いつも私たちの内面を見ら

れます。どれだけ外面を良くしても、内面、

すなわち心がどのような状態であるのかに

関心があります。当時の指導者たちに向か

って主イエスは次のように言われました。 

「おまえたちは杯や皿の外側はきよめるが、

その中は強奪と放縦でいっぱいです。目の

見えぬパリサイ人たち。まず、杯の内側を

きよめなさい。そうすれば、外側もきよく

なります。」（マタイ 23:25-26） 

厳しい指摘です。これは、当時の宗教指導

者であったパリサイ人たちが人に見える部

分だけ立派にし、内側（心）が伴っていなか

ったことを指摘したのです。主イエスは、

外面を良く見せる前に、自分の心をきよめ

なさい、そうすれば、外側も自然ときよく

なると言っているのです。 

 では、どうしたら「きよく」なれるのでし

ょうか。聖書は次のように語ります。「律法

によれば、すべてのものは血によってきよ

められる、と言ってよいでしょう。また、血

を注ぎ出すことがなければ、罪の赦しはな

いのです。」（ヘブル 9:22） 

心のきよい者は幸いです。 

その人たちは神を見るから。  

【マタイの福音書 5章 8節】 

 



～集会案内～ 

〇日曜日：聖日礼拝 11:00～12:30   〇水曜日：聖書研究祈祷会 10:30～12:00 

教会学校 10:00～10:40（子どもから大人まで）     19:30～21:00 

〇毎月第 2火曜日：ユニケの会 10:30～12:00（子育てなどをしている方のための集い。） 

聖書に関する疑問等ございましたら、遠慮なくご連絡ください。また、当教会は、エホバの証人

やモルモン教、統一教会等とは一切関係のない、プロテスタントキリスト教会です。 

律法とは旧約聖書の中に記されている戒め

のことですが、その律法によると「すべて

のものは血によってきよめられる」とあり

ます。旧約聖書の時代は動物の血（いけに

え）によって「きよめ」がなされたのです

が、聖書によると、それは不完全なもので

あったと記されています。ここで鋭い方は

お気づきになったかもしれません。「不完全」

ということは、「完全」な「いけにえ」があ

ったのではないか、と。そうです！それが、

主イエスが十字架上で流された「血」です。

地上の生涯を、罪を犯すことなく歩まれた

御方の「血」について、聖書は次のように語

ります。「キリストが傷のないご自身を、と

こしえの御霊によって神におささげになっ

たその血は、どんなにか私たちの良心をき

よめて死んだ行いから離れさせ、生ける神

に仕える者とすることでしょう。」（ヘブル

9:14） 

残念ながら私たちは元来きよくありません。

しかし、主イエスの十字架の血によってき

よめられます。どのようにきよめられるの

かと言えば、それは、主イエスの十字架は

私の罪のためである、と信じることによっ

てです。そして、そのきよめられた者は、

日々の歩みの中で神を見ることができます。

もちろん地上にあって肉眼で見ることは出

来ませんが、生活の中で豊かに働いてくだ

さる神を見ることができます。また、私た

ちが死を迎え、天の御国へ帰る時、今度は

実際に神を見ることが出来ます。聖書には

天の御国で「神の御顔を仰ぎ見る」（ヨハネ

の黙示録 22:4）と書かれています。これほ

ど幸いなことはありません。 

◆コラム 

我が家にテレビはないのですが、『小さな巨人』

というドラマにはまっていました。実家に帰っ

た時に第二話を見てしまい、それからネット配

信される毎週月曜日を夫婦で楽しみにしていま

した。便利な世の中ですね。見ておられなかった

方は何のことか良く分からないかもしれません

が、最終回の香川照之の演技には感動しました。

少々オーバーな演技が目立ったドラマでした

が、人間の現実って汚い部分があるようなぁ、と

思いながら見ていました。私は香川照之演じる

小野田課長が逮捕されてほしいと思っていたの

で、最終回を見て「小野田課長、ごめんなさい」

と心の中で謝っていました。それにつけても最

後の場面、長谷川博己演じる香坂がした行動も

「そうきたかぁ」と思わされました。 

やはり人はきよくないものですね。 


